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近
年
、
農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り
、
ど
こ
の

地
域
に
も
遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

既
に
木
が
成
長
し
山
林
化
、
草
刈
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
笹
や
雑

草
が
茂
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
利
用
す
る
よ
う
な
補
助
金
を
活
用
し
た
取
組

も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
解
消
さ
れ
ず
耕
作
条
件
の
良
い
と

こ
ろ
で
さ
え
、
放
棄
地
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
に
は
、
地
域
の
農
地
所
有

者
、
耕
作
者
、
次
世
代
を
担
っ
て
い
く
農
業
者
、
新
規
就
農
者
が
協

力
し
、
地
域
の
農
地
を
守
る
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

地
域
農
業
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
「
農
業
委
員
会
法
」
が
改
正
さ
れ
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
に
よ
る
農
地
等
の
利
用
の
効
率
化
を
行

う
こ
と
も
、
農
業
委
員
会
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

農
業
委
員
会
は
地
域
の
方
々
と
と
も
に
考
え
、
農
地
の
有
効
活
用

や
担
い
手
の
確
保
、
農
地
集
積
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

山林化した農地の木を伐採し、薪として活用

大型草刈機で除草作業



２

≪part 23≫

自栽培野菜で地域を元気に
中島町浜田　松田友也さん

・
先
進
地
視
察
研
修
（
長
野
県
伊
那
市
方
面
）

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
農
業
委
員
会
法
が
改
正
さ
れ
、
大
き
く
制
度
が
変

わ
っ
た
。
七
尾
市
は
、
来
年
の
７
月
23
日
に
任
期
満
了
で
あ
り
、
翌
日
よ
り
新
制

度
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
７
月
11
日
〜
12
日
に
か
け
て
、
先
立
て
新
制
度
に
移
行
し
た

伊
那
市
農
業
委
員
会
に
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
、法
に
基
づ
き
、

農
業
者
数
や
農
地
面
積
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
、
地
域
性
も
活
か
し
な
が
ら
定
数

等
を
策
定
し
て
い
た
。

　

農
業
委
員
会
の
総
会
に
お
い
て
も
案
件
を
地
区
で
協
議
し
、
総
会
に
諮
っ
て
お

り
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
常
に
意
見
を
交
換
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
関

わ
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
だ
。

　

ま
た
、
農
業
振
興
の
調
整
を
担
う
伊
那
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
農
業
者
や

農
業
関
係
機
関
、
市
な
ど
が
互
い
に
連
絡
を
密
に
し
、
問
題
を
一
歩
一
歩
解
決
し
、

農
業
の
維
持
や
発
展
を
目
指
す
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

研
修
を
通
し
今
回
の
改
正
の
趣
旨
を
受
け
止
め
、
七
尾
市
の
現
状
を
踏
ま
え
定

数
等
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、体
験
農
場
「
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
」、「
大
王
わ
さ
び
農
園
」
を
視
察
、

「
み
は
ら
し
フ
ァ
ー
ム
」
で
は
、
個
々
の
農
家
が
集
ま
り
、
収
獲
体
験
、
産
地
直

売
な
ど
農
業
を
観
光
の
一
部
に
し
て
収
入
を
得
て
い
た
。

　

地
元
の
農
家
、
新
規
就
農
者
も
参
加
す
る
、
新
し
い
農
業
の
形
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

　

今
回
の
研
修
は
新
制
度
に
向
っ
て
、
ま
た
、
新
し
い
農
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て

有
意
義
な
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
平
成
28
年
度
農
業
委
員
会
研
修
会

　
　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

　

８
月
４
日
、
羽
咋
市
の
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
に

お
い
て
、
能
登
地
区
の
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

酒
田
市
の
農
業
委
員
会
会
長
の
五
十
嵐
氏
の

「
農
地
利
用
最
適
化
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
」

の
講
演
や
石
川
県
農
業
会
議
の
担
当
者
に
よ
る
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
」
や
「
農
業
委
員
会
の

業
務
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

研
修
会
後
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式
が
行
わ

れ
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
発
生
防
止
と
優
良
農
地

の
確
保
、
農
地
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
一
層
強
化
す
る
た
め
に
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
を
行
っ
た
。

【
研
修
に
参
加
し
て
】

　新規就農１年目、水稲、白ネギ、イチジク、梅を
栽培している。
　きっかけは、就農 16年目の父である、松田武
氏の農業への取り組みをみて、自分でもやろう
と思い決意しました。
　自分一人ですることは大変と日々感じてはい
ますが、それがやりがいに通じてます。
　今は水稲中心ですが、冬場に採れる野菜の収
獲、イチジクや梅を使った加工品の製造など一
年を通して、出荷が出来るようにしていきたい。
　そうすることにより、収入の増加につながり、
雇用も生まれると思います。
　特にこだわりは、地元野菜である中島菜であ
り、たくさんの人
に食べてもらう
ために、粉末、ペ
イスト、塩漬け等
を活用した商品
を作っていきたい。
　また、抱える労
働力の減少、事業

の継続性、里山里海
の荒廃といった基本
的な問題に危機感を
持つ、農業・水産業
の若手生産者が料理
人とつながり新しい価値観を生み出す「Third 
Kitchen Project」事業が七尾市で始まった。
　そのメンバーの一員として参加している。
　ジャンルを超えたメンバー、料理人によって、自
分の栽培している農産物がどのように変化し可能
性が出てくるかが楽しみである。
　この機会を大切にし、より良い農産物の栽培を
心がけて行きたい。

季節限定で能登がきと自家栽培の野菜
を使った料理が作業場で楽しめます。
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平
成
８
年
７
月
か
ら
20
年
以
上
農
業
委
員

と
し
て
在
籍
し
、
農
地
基
盤
と
な
る
優
良
農

地
を
守
り
、農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
べ
く
、

農
地
移
動
や
転
用
に
つ
い
て
慎
重
に
審
査

し
、
適
正
な
業
務
に
繋
げ
る
よ
う
貢
献
し
た

と
し
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
受
賞
を
機
に
農
業
委
員
と
し
て
、

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
解
消
、
優
良
農
地

の
確
保
な
ど
、
な
お
一
層
地
域
や
農
業
者
の

皆
様
方
の
お
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
ま
す
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
委
員

★農地利用状況調査（農地パトロール）

　農地の公的管理機関である農業委員会が、食糧の生産基盤である優良農地の確保と有効活用の促進を図っ
ていくことを目的として、毎年１回（平成２８年度は１０月中に実施）七尾市内にある全農地の利用状況について
調査を実施するもの。

★農地利用意向調査

　農地利用状況調査の結果、耕作されていない農地（遊休農地）について、今後の管理の仕方の意向を調査す
るものです。（平成２８年度１１月末発送予定）
意向調査内容　・農地中間管理機構に貸すことを希望する。
　　　　　　　・自ら受け手を探す。
　　　　　　　・自ら耕作を再開する。
※遊休農地とは
・現に耕作が行われておらず、かつ、引き続き耕作の目的に使用さ
れないと見込まれる農地
・農業上の利用の程度がその周辺の地域における農地の利用の程
度に比し、著しく劣っていると認められる農地

★農地中間管理機構

　農用地を貸したいという農家（出し手）から農用地の有効活用や
農業経営の効率化を進める担い手（受けて）へ農用地利用集積・
集約化を進めるため、農用地等の中間的受け皿となる組織

★課税強化

　意向調査の回答で「自ら受け手を探す」「自ら耕作を再開する」
と回答し、６か月後、その行為を行なわないで遊休農地を放置して
いる場合、勧告され、固定資産税が1.8倍になることがある。
※勧告前に中間管理機構に貸付けの意向を示したり、耕作を開始すると固定資産は課税強化されません。

【ご存知ですか】

農
業
委
員
の
福
田
浩
氏
が
受
賞

七
尾
市
自
治
功
労
者
表
彰

七
尾
市
白
浜
町　

福
田　

浩　

氏

【ご存知ですか】に関するお問い合わせは七尾市農業委員会（５３－８４４０）へ

遊休農地（例１）

遊休農地（例２）
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10
月
１
日
に
ミ
ナ
ク
ル
前
広
場
を
会
場
と

し
た
七
尾
市
民
健
康
福
祉
ま
つ
り
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
で
２
度
目
に
な
り
ま
す
。
福

田
会
長
が
作
る
減
農
薬
の
新
米
と
坂
尻
委
員

の
自
家
製
「
う
め
」
と
「
し
そ
」、「
わ
か
め
」

の
３
種
の
お
に
ぎ
り
を
３
０
０
個
作
り
、
無

料
配
布
し
ま
し
た
。

　
「
減
農
薬
で
作
ら
れ
た
能
登
米
の
新
米
お

に
ぎ
り
、
試
食
い
か
が
で
す
か
」
と
い
う
女

性
委
員
の
声
に
「
お
い
し
そ
う
」
と
集
ま
っ

て
き
た
お
客
さ
ん
た
ち
。
そ
の
場
で
頬
張
る

方
も
。「
塩
加
減
も
良
く
て
お
い
し
い
お
米

だ
ね
」
と
賛
辞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
安
全
で
安
心
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら
い

た
い
」「
能

登
の
お
米
を

食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と

の
思
い
で
握

ら
れ
た
お
に

ぎ
り
は
、
天

候
も
良
く
お

昼
前
に
は
無

く
な
っ
て
し

ま
う
と
い
う

大
盛
況
で
し

た
。

　

本
宮
の
も
り
幼
保
園
の
園
児
が
高
所
作
業

車
の
上
か
ら
「
古
代
米
ア
ー
ト
」
を
見
ま
し

た
。
毎
年
、
田
植
え
や
草
取
り
な
ど
も
一
緒

に
行
っ
て
お
り
、
自
分
た
ち
が
植
え
た
苗
が

こ
ん
な
に
大
き
く
、
こ
ん
な
色
合
い
に
な
る

こ
と
に
び
っ
く
り
、
時
折
歓
声
も
聞
こ
え
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

山
田
委
員
は
、
除
草
剤
、
農
薬
を
与
え
な

い
た
め
、
自
然
と
の
闘
い
は
大
変
で
思
う
よ

う
な
色
合
い
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
み
る
と
や
っ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
、
と
て
も
楽
し
い
お
披
露
目
会
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

編
集
後
記

編
集
後
記
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夏
の
暑
さ
か
ら
秋
の
涼
し
さ
に

か
わ
り
、
皆
様
方
に
は
稲
作
の
収

穫
も
終
え
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
時

期
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。

　

こ
れ
か
ら
、
来
年
度
に
向
け
て

の
作
業
や
秋
、
冬
採
れ
野
菜
の
収

穫
な
ど
ま
だ
ま
だ
忙
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
。
寒
さ
も
厳
し
く
な

り
ま
す
。
風
邪
な
ど
を
引
か
ぬ
よ

う
健
康
に
は
十
分
気
を
つ
け
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ、お申込みは農業委員会へ　
☎ ５３－８４４０　　FAX ５2－７７６５
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農地法３条所有権移転及び利用権

農業経営基盤強化法（利用権）

農地法第４条（農地転用）

農地法第５条（権利移転の伴う農地転用）

農地法第１８条（利用権解約）
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５
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３８２

６４，３４５

４８６，１２４

１，４６３

５，１１３

１０９，８０２

６６６，８４７

件数 面積（㎡）

平成２８年１月～９月末現在

経営と
暮らしに
役立つ情報が
いっぱいの
農業専門誌


